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あなたとまちのコミュニケーション情報紙

広
報

宮 0765-83-1100朝日町役場 ・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下 1133

展

片岡鶴太郎展

6月26日（土）～7月18日（日）

・開会式・作家とともに作品鑑賞する会

日時 6月25日（金）午後5時30分～

参加ご希望の方は、ふるさと美術館で整

理券付き入場券を前売りします（800円）。

70名先着順。

生かされて生きぬく

－ いのちの讃歌 ー

日U特

・片岡鶴太郎 トークショー

日時 6月26日（土）午後 lI時～

会場 アゼリアホール 350人
料金 整理券500円と 美術館入館料

800円とのセッ トで1,300円
入場ご希望の方は、往復はがき（ 1人 l
枚）に住所 ・氏名 ・電話番号を記入の上、

ふるさと美術館まで応募ください。応募

多数の場合は抽選となります。

申し込み先 〒939-0731
朝日町東草野466-8
朝日町立ふるさと美術館

6月14日（月）消印有効

．片岡鶴太郎サイン会

日時 6月26日（土）午後2時30分～

会 場 アゼリアホール

応募締切り

く＞片岡鶴太郎フ口フイールく＞ －『4
岡
・
圃
・
R
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本名：荻野繁雄。 1954年東京生まれ。バラエティ一番

組を中心に活躍する。 33歳の時、プロボクシングのライ

センスを取得。その時期に出演した初の映画 「異人たち
との夏Jが話題となり、各賞を受賞。役者として地位を

確立した。 40歳で墨彩画に魅せられて、画家としての道
も歩み始める。絵画以外にも、陶画や漆の世界にも手を

染め、その多芸多才ぶりに各方面力、ら今後が注目されて
いる。

⑥広報 あさひは資源保認のため再生紙を使用しています



み

ん
な

で

平
成
昭
年
4
月
ス
タ
ー
ト

介
、~J』

ロ5乙

私
た
ち
は
い
ま
高
齢
社
会
の
中
に
あ
り
、
幻
世
紀
の
半
ば

に
は
3
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
お

年
寄
り
も
増
え
、
介
護
に
対
す
る
不
安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

介
護
は
だ
れ
も
が
直
面
す
る
問
題
。
そ
こ
で
、
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
「
介
護
保
険
制
度
」
が
平
成
ロ
年
4
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、

介
し
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
制
度
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹

表① ：介護保険の加入者

第 1号被保険者 第2号被保険者

40歳から64歳までの
対象者 65歳以上の方 医療保険に加入してい

る方

0寝たきり －痴ほうな
どで入浴 ・排せつ、
食事などの日常の生 初老期痴ほう、脳血管

総付の対象者 活動作について常に 障害など、老化にとも
介護が必要な人 なう病気によって介護

0家事や身じたくなど などが必要となった人
の日常生活に支媛が
必要な人

加入している医療保険
保険料 所得段階に応じて設定 の算定方法に基づいて

設定

0年金額が一定額以上

保 険 料 の
の人は、年金から天

医療保険料として支払
引き

支 払 方法 0それ以外の人は個別
p 

に支払い

※なお、保険料については、今後決定されます。

支
え

る

イ呆
険

．．．．．．．．．．．． 

ん

な

制

ど

制
度

度

の

な

つ

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
ま
す

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
識

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
で
き
る
だ

け
内
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

必
要
な
保
健

・
医
様

・
福
祉
な
ど
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

介
讃
保
険
制
度
の
連
常
は
谷
市
町

村
が
わ
い
、

同
や
叫
な
ど
が
そ
れ
を

支
附
加
す
る
仕
組
み
。
介
設
を
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
営
は
1
市
3
町
で

｛運
営
主
体
（
保
険
者）｝

朝
日
川
は
黒
部
市
、
人
舟
町
、
？

奈
月
川
と
で
構
成
す
る
新
川
地
域
介

護
保
険
組
合
を
設
な
。
介
護
保
険
の

事
務
を
効
率
的
に
行
う
ほ
か
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
や
要
介

護
認
定
の
公
平
性
縦
保
、
保
険
料
の

ど ｛ illま平
サ ; ・・1平 つ 勾ー す

門 x~ 住 居 。 告
白雲！！ネ ~ 
Z要号t土 男
三三室り ら し
(/.r，現 れ で
ま差る す i;ry 
り...＿， ~;I; 。 り
ま ｝ 向車 ~；§＿ 
す； 力、 h

介
護
保
険
の
利
点

①
介
議
を
必
必
と
す
る
状
態
に
な
っ

て
も
什
ぷ
し
た
佐
川
が
で
き
る
よ

う、

．ぃ
川
齢
行
の
介
泌
を
社
会
人
十
体
で

え
え
ま
す
。

②
－」
れ
ま
で
制
批
と
医
怖
に
分
か
れ

て
い
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
、
総
合
的

に
利
川
で
き
ま
す
。

③
社
会
保
険
の
仕
組
み
に
よ
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料
と
の
関
係
が

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

一

だ

一
ω歳
以
上
の
人
す
べ
て
が
加
入
し
ま
す

れ

が

加

入

す

る

つ

介
護
保
険
は
刊
成
以
上
の
す
べ

て
の
同
民
が
加
入
し
、
保
険
料
を
毎

月
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
出
歳
以
L
L

の
万
と
m州

政
か
ら
斜
成
ま
で
の
方
と
で
は
、

保
険
料
も
支
払
い
いん
法
も
述
い
ま
す

（
ぷ
①
）
。

M
W

歳

以

上

の

方

（第
1
号
被
保
険
者
）

日間
齢
者
の
方
々
に
も
原
則
と
し
て

全
て
の
方
に
、
所
得
に
応
じ
た
保
険

料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

老
齢

・
退
職
年
金
が
月
額

1
5
、

0
0
0円
以
上
の
方
は
、
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
傾
が
月
館

l
5
、
0
0
0
川
に

満
た
な
い
し
力
に
つ
い
て
は
、
円
附
搬

替
な
ど
に
よ
っ
て
倒
別
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

mw
歳
か
ら
似
歳
ま
で
の
方

（第
2
号
被
保
険
者
）

現
在
支
払
っ
て
い
る
医
療
保
険
料

と
一
柄
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
に
よ
っ
て
保
険
料
が
異
な
り
ま

の

す
。

〈
健
康
保
隙
に
加
入
し
て
い
る
場
合
〉

．
保
険
料
は
給
料
に
応
じ
て
異
な
り

ま
す
。

・
保
険
料
の
中
分
は
事
業
主
が
負
刺

し
ま
す
。

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
主
な
ど
の
被
扶

γ
位
行
の
分
は
、
心
行
川
出
版
似
険
の
被

保
険
行
が
比
引
で
分
判
し
し
て
く
れ
る

の
で
、
新
た
に
保
険
料
を
納
め
る

必
袈
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

場
合
〉

・
保
険
料
は
所
得
や
資
産
な
ど
に
応

じ
て
異
な
り
ま
す
。

・
保
険
料
と
同
額
の
凶
凶
負
担
が
あ

り
ま
す
。

・
世
い
帝
ト
じ
が
、

し
ま
す
。

世
帯
員
の
分
も
れ
判

2-

・・・・・圃．．．．．． 

高
齢
者
（
侃
歳
以
上
）

調
査
の
結
果
か
ら

調
査
は
、
昨
作
7
月
に
町
内
の

邸
戯
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
し

た
も
の
で
す
。
調
査
内
容
は
健
康
に

閲
す
る
も
の
な
ど
お
唄
円
。
こ
の

う
ち
い
く
つ
か
の
結
以
を
グ
ラ
フ
で

紛
介
し
ま
す
。
（
対
象
行
は
4
、
O
ア

9
で
、
川
山
肌
数
は
4
、
0
0
3。
れ

効
川
町
品
川数
は
3
、
7
5
4）

⑮

配
偶
者
の
有
無
は

⑮

家
族
の
状
況
は

本人と他の高齢者2.8%

⑮

日
常
生
活
に
お
け
る

自
立
度
は

健康である
68.5% 

⑮各動作の状況は

各動作 歩 行 入浴 食事 }ii；世 整容 買い物 調 理
掃除 交通後関
洗 濯 の利用

普通に
91.1% 93.7% 97.3% 96.9% 95.6% 88.5% 85.7% 87.2% 85.3% できる

不自由
8.4% 5.8% 2.5% 2.9% 4.2% 11.1% 13.5% 12.4% 13.8% 要介護

無回答 0.5% 0.5% I 0.2% 0.2% 0.2% 0.4% 0.8% 0.4% 0.9% 

一-3 



一昨
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

~~｝ 
介護が必要な

高齢者

①本人や
家族などが申請

ー－－－－－ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
？

在
宅
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
は
介
設
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
必
要
な
編
祉
サ
ー
ビ
ス
や

医
師
山
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら

れ
る
什
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

介
選
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
で

き
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
状
態
に
談

ー
す
る
方
で
す
。
介
護
認
定
に
基
づ

き
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

防

歳

以

上

の

方

（第
1
号
被
保
険
者
）

常
に
介
護
を
必
－
袋
と
す
る
状
態

（
袋
介
護
状
態
）
や
、
日
常
生
活
に
支

慌
が
必
要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に

な
っ
た
期
作
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

判
歳
か
ら
倒
歳
ま
で
の
方

（第

2
号
被
保
険
者
）

初
老
期
の
痴
ほ
う
、
脳
血
管
疾
患

な
ど
の
老
化
が
原
同
と
さ
れ
る
病
気

に
よ
り
要
介
護
状
態
や
袋
支
媛
状
態

に
な
っ
た
均
行
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

太
字
は
現
在
、
町
で
実
施
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
）

O
訪
問
介
護

ホ
l
ム
へ
ル
パ

l
が
家
庭
を
訪
問

し
、
介
護
や
家
事
な
ど
の
身
の
川
り

の
お
附
請
を
し
ま
す
。

O
訪
問
看
護

肴
護
婦
が
家
庭
を
訪
問
し
、
行
法

を
し
ま
す
。

O
訪
問
入
浴

浴
槽
付
き
入
浴
車
で
家
一
胞
を
訪
問

し
、
入
浴
を
介
護
し
ま
す
。

O
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

理
学

・
作
業
療
法
上
が
家
庭
を
訪

問
し
、
機
能
凶
復

・
社
会
復
州
の
訓

練
を
行
い
ま
す
。

O
店
宅
療
援
作
制
指
導

医
師
、
薬
剤
師
、
栄
設
士
な
ど
が

家
一
胞
を
訪
問
し
、
治
療
上
の
管
理
や

指
導
を
し
ま
す
。

O
日
帰
り
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
入
浴

や
食
事
、
機
能
訓
献
を
し
ま
す
。

O
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）

介
護
が
必
必
な
方
を
特
別
指
向
調
を

一介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
？
一

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
、

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
状
態

か
ど
う
か
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
町
に
申
請

す
る
と
、
原
則
と
し
て
羽
田
以
内

に
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
認
定
で
は
、
寝
た
き
り
や

痴
ほ
う
な
ど
の
介
護
が
必
要
な
状
態

か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
、
介
護
の
手

の
か
か
り
具
合
（
要
介
護
度
）
も
判
定

し
ま
す
（
表
②
）
。
要
介
護
度
に
よ
り
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
額
が
異
な
り
ま
す
。

｛申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
流
れ｝

（図

1
）

①
本
人
や
家
族
が
町
の
健
康
福
祉
課

で
「
要
介
護
認
定
」
の
申
込
み
を
し

ま
す
。
受
付
け
は
今
年
の
印
月
か

ら
で
す
。

②
要
介
護
認
定
の
申
込
み
を
受
け
、

調
査
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
心
身
の

状
態
な
ど
を
調
査
を
し
ま
す
。

③
訪
問
調
査
の
結
果
や
、
か
か
り
つ

け
医
の
意
見
書
に
基
づ
き
、
保
健

・

医
療

・
福
祉
の
専
門
家
ら
に
よ
る
介

護
認
定
審
査
会
で
、
介
護
や
支
援
が

．．．．．．．．．．．． 

人
ホ

l
ム
な
ど
で
短
期
間
介
護
し
ま

す
。

O
M則
入
所
姉
長
介
護

内
宅
械
長
が
で
き
な
い
と
き
、
介

護
老
人
保
健
施
設
で
知
則
問
州
開
設
を

し
ま
す
。

O
福
祉
用
異
の
賞
与
・
給
付

特
殊
ベ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
車

い
す
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
日
常
生

活
川
口
パ
の
貸
し
出
し
ゃ
給
付
を
し
ま

す
。

O
住
宅
改
修
費
の
支
給

予
す
り
の
取
り
付
け
や
段
uhK
M
m

な
ど
の
れ
官
の
改
修
伐
を
助
成
し
ま

す
。【施

設
サ
ー
ビ
ス
】

O
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

日
常
生
活
で
常
に
介
護
が
必
要
で

任
官
で
は
介
護
が
岡
鰍
な
い
力
に
、
日

常
午
前
上
の
似
話
や
掠
誌
上
の
代
町

な
ど
を
し
ま
す

0ζ
人
保
健
施
設

入
院
治
的
の
必
要
が
な
い
方
に
、

医
療
的
な
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
を
し

て
、
家
庭
に
民
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

O
介
護
療
援
型
医
療
施
設

eh期
間
の
療
養
が
必
裂
な
方
に
、

治
際
や
介
護
な
ど
必
要
な
医
療
を
し

ま
す
。

※
た
だ
し
、
要
支
提
状
態
の
方
は
施

設
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

要介護度認定ランク

区 分 ｛本 の状態

受支援 日常生活の能力はあるが、入浴などに一部介認が必要。

主要介鐙度1 立ち上がりやさ歩行が不女定。衣般のfi!!脱など一昔日介護が
（郡分的介護） 必要。

要介護度2 起き上がりが自力で国重量。排せつなどで一銭または全体
（中程度） の介護が必要。

要介窓度3 起き上がり、寝返りが自力で無理。全体の介護が必姿。
（逗度）

凄介綴度4 日常隼j舌の能力がかなり低下し、多くの行為で全面的な
（貴重量度） 介鰻が必嬰。

要介護度5 生活全般にわたり、全面的支療が必要。
（過酷な介認）

表②

必
要
か
を
審
査
し
、
要
介
護
度
を
判

定
し
ま
す
。

④
介
護
が
必
要
で
あ
る
と
認
定
さ
れ

る
と
、
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
て
、

介
護
支
援
専
門
員
が
「
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。
な
お
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
費
用
は

無
料
で
す
。

⑤
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
に
基
づ

き
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

費
用
の

一
割
は
利
用
者
負
担

介
説
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
と
き
は
、

原
則
と
し
で
か
か
っ
た

費
用
の
一
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
た
、
施
設
に
入
っ
た
場
合

は
、
質
問
の

一
割
の
ほ
か
に
食
費
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

4-

⑮
健
康
へ
の
気
づ
か
い
は

気を使っている
93.2% 

気を使っていない
6.6% 

⑮

介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
の
希
望
は

、ω措
地
問

白
Y

〈川

を
に

等庭

%

｛

家
円。

円
〆
』

m
A口組

』

自宅で公的
サービスを活用

病院に入院

老人保健
施設に入所

一
割
の
負
担
が
向
く
な
り
す
ぎ
る

場
合
は
、

一
定
制
で
頭
打
ち
に
し
ま

す
。
特
に
所
得
の
低
い
方
の

M
AHは

副
打
ち
の
加
を
低
く
し
て
れ
判
が
弔

く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
の
低
い
方
に
つ
い
て
は

施
設
に
入
っ
た
場
合
の
食
授
も
低
く

し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
あ
な
た
の
意
見
を
！

｜
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
を
募
集
｜

新
川
地
域
広
域
介
護
保
険
対
策
協

議
会
（
組
合
の
準
備
組
織
）
で
は
、
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
年
次
計

商
を
定
め
る
た
め
、
地
域
内
の
保

健

・
限
療

・
福
祉
の
関
係
者
で
「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限

6
月
幻
日
側
必
蒲

応
募
人
数

8
名
（
各
市
町
2
名）

応
募
資
格

6
月

1
日
現
在
、
刊

歳
以
上
で
3
ヶ
月
以
上
朝
日
町
に
住

所
の
あ
る
方

任

期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
は

年
3
月
末
ま
で

業
務
内
容

策
定
委
員
会
に
出
席

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
水
準
や

介
護
基
盤
の
盤
備
な
ど
に
つ
い
て
怠

見
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法

A
4
（
ま
た
は
B
5）版

用
紙
を
縦
使
用
し、

横
書
き
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業
⑤
電
話
番

号
⑥
所
属
団
体
の
有
無
⑥
応
募
理
由

ま
た
は
介
護
保
険
制
度
へ
の
意
見
等

（2
0
0字
程
度
）
を
記
入
の
う
え
、

直
接
郵
送
す
る
か
、
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

委
員
決
定

応
募
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
先

・
新
川
地
域
介
護
保
険
対
策
協
議
会

黒
部
市
三
日
市
1
3
5
5
1
1

（
黒
部
川
左
岸
土
地
改
良
区
2
F）

宮
町
1
3
3
0
3

F
A
X
U｜
3
3
0
5
 

．
朝
日
町
役
場
健
康
楠
祉
課

（宮
役
場
内
線
1
4
3）

-5 



朝
日
吋
初
の

名
誉
吋
民
に

号イ言

、τ乞--,-

正

氏
． 
山
d

涛
）

芸
術
． 
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

....魚津町長から名讐町民の称号記を受け取る大平氏

制
H
町
出
身
で
全
日
本
代
日迫
辿
盟

顧
問
や
け
民
参
リ
、
毎
日
代
日
泊
会
聞

が
な
ど
を
務
め
る
川
家
、
大
平
正
い

氏
（
雅
け

・
山
山
）
が
、
町
で
初
め
て

の
名
叫
す
川
町
民
に
紙
幣
十
さ
れ
阿
川．

a

ト

．． 

什
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
が
刊
汁
町

民
挑
械
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

k
．hr主
主
、
に
．
k
日
．h
・k
i－－．卜

ノ、

，i

’
h

・

ノ
e
s
j
j

，、ノ
l
’

け
仲
し
ま
れ
て
、
日
山
川
花
川
下
校
を
い
小

業
後
、
救
命州
作
仁
川
の
か
た
わ
ら
の
の

制
作
活
動
を
凶
開
附
相
川
卜
：
J
午

に
上
点
、
代
日
米
に
山
ザ
念
さ
れ
、
判
州
制

体
の
代
川
闘
を
打
ち
な
て
る
な
ど
、

川

本
を
代
炎
す
る
代
日
出
家
と
し
て
バ
迫

の
発
出
に
大
き
く
得
ツ
さ
れ
ま
し

た
の
さ
ら
に
、
帆
界
各
問
で
間
供
さ

れ
る
刀
迫
展
に
も
出
品
し
、
同
際
的

な
代
川
家
と
し
て
前
脱
が
お
お
い
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す

ま
た
、
山
山
県
代
川
辺
辿
仰
の
結
成

や
多
く
の
門
．
ト
生
を
打
て
、
本
以
内
川

附
の
け
明
院
づ
く
り
に
も
以
v
h
う
川
の

福
祉
施
設
の
充
実
を
目
指
し

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
有
磯
苑
の
増
床
工
事
着
工

朝
日
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

等
の
建
設
工
事
と
特
別
長
護
老
人
ホ

ー
ム
「
む
機
苑
』
の
駒
山体
て
恨
の
安

全
祈
願
祭
が
凶
月
二
十

一
日
、
建
設

予
定
の
ト
八
出
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
魚
津
町
長
を
は
じ
め

企在宅介護支媛センタ一等と泡床される有磯苑の完成予想図

工
事
関
係
者
お
よ
そ
四
十
人
が
出

席
。
神
事
に
続
き
、
五
ぐ
し
を
捧
げ

工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

α宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
十
二
年
阿
川
か
ら
の
介
護
保
険
制

度
導
入
を
前
に
、
制
批
施
設
の
い
允
夫

を
阿
る
の
が
け
的
で
す
。
現
十
代
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
巡
り
．
wrum処
て
、

約
六
．
h
ト
バ
，千
万
U
を
姥
没
。
介
泌

機
出
版
ぷ
本
や
生
前
折
持
制
淡
引
を

設
け
る
ほ
か
、
ヘ
ル
パ
l
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
訪
問
行
捜
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
例
品
。
作
宅
介
設
を
rxm叫
す
る

町
の
中
核
施
設
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

特
別
後
護
老
人
ホ

l
ム

「わ
俄
必
」

は
昭
和
しハ
ト

一
年
内
川
に
定

H
i
l

人
で
問
所
し
、
平
成
ニ
年
六
月
に
は

三
十
は
を
増
派
。
今
川
の
増
比
七
一引

で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
－Y
凶
建

て
約
一
．
千
九
百
円
十
六
平
万
M
M
を
柏

築
。
五
ト
出
陣
を
刑
や
し
、
定

μは．
h

一二
十
人
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
一

人
m
u
mを

三
ト
三
宝
設
け
ま
す
。

．
一施
設
の
総
て
引
貨
は
十
億・九
千

七
百
七
十
万
円
。
完
成
は
平
成
十
二

年

一
川
末
の
予
定
で
す
。

ぷ
術

・
文
化
の
向
上
に
点
献
さ
れ
ま

し
た
。

批
批
蚊
式
で
は
、
魚
山
町
長
が
代
日
の

発
以
に
以
く
さ
れ
た
大
平
氏
の
功
紛

を
似
り
返
り
、

「伴
大
な
ぷ
術
家
会
』

市
山
で
き
た
こ
と
は
、
明
日
町
に
と

っ
て
も
附
め
て
れ
汁
な
こ
と
で
あ

り
、
町
川
比
の

ιり
と
し
て
れ
汗
町
民

に
総
帥
い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
大
平
氏
に
un汁
町
民
怖
い
と
称
り

1
4
か
F
波
さ
れ
ま
し
た
ト
八
平
氏
は

「夕
刊
作
町
民
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変

な
栄
汁
な
こ
と
こ
れ
ま
で
立
え
て

く
れ
た
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
今
後
は
郷
上
、
朝
日

町
の
た
め
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と

お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た

J

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
町
ハ

l
テ

ィ
ー
で
は
、
門
ド
生
や
以
下
校
教
諭
時

代
の
教
え
子
な
と
削
係
行
約
行
バ
ト

人
が
山
山
太
平
氏
を
問
み
祝
加
し

ま
し
た境A遺跡の出土昂が

国重要文化財に指定

制
川
町
の
脱
A
泊
跡
の
山
上川
川
が

阿
川
卜
六
日
、

川
市
川
製
文
化
財
に
折

・記
さ
れ
ま
し
た
。

境
A
泣
跡
は
、
山
崎
山時…
が
か
ら
約

パド
M
M
M
の
位
間
に
あ
り
、
北
限
’H
動

車
辺
の
建
設
前
の
附
和
五
十
九
、
六

l
午
に
県
町
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

，
先
制
調
高
川
し
、
暇
穴
式
住
民
跡
三
十

五
、
仁
坑
下
・k
．h
泉
の
ほ
か
卜
万
点

を
超
え
る
数
の

t
掠
、
行
協
が
出
上
。

今
川
、
そ
の
中
か
ら
ヒ
ス
イ
大
珠
な

ど
K
知
や
そ
の
製
作
て
け
パ
、
土
器
な

ど
二
千
円
円
三
卜
て
点
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
、
ヒ
ス
イ
を
中
心
と
す
る
玉

鎖
の
製
作
の
遺
物
は、

縄
文
時
代
に

お
け
る
ヒ
ス
イ
の
採
取

・
加
i
の
実

6-

大
平
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
二
十
四
年

円
本
総
介
川
芸
展
特
選

昭
和
二
十
六
年

川
本川内
川辺
先
術
院

m－
川
大
口

昭
和
四
十
年

H
M特
選
（
訓
利
体
部
．
川
）

昭
和
五
十
年

山
山
川
よ
化
功
労
必
彬

昭
和
五
十
二
年

近
代
J
aぷ
代
ハ
作
米
協
会

mが
μ就
任

昭
和
六
十
三
年

勲
．h
η
υ
爪
光
旭
川

m

平
成
三
年

師

u
n辺
版
文
部
火
山
口
（
第

一
一川）

平
成
四
年

μ
昨
日
ぷ
術
位

平
成
六
年

紺
綬
俊
市
、
朝
日
町
町
制
施
行
四
ト

附
年
特
別
功
労
長
彩

平
成
十
年

何

H
A辺
M
パ
卜
川
記
念
功
弥
行
ぷ

彩附
削
ぶ
代
川
辺
会
聞
が
け
民
就
任

企国軍要文化財に指定されたヒスイの笑諒

態
を
ぷ
す
資
料
と
し
て
大
変
山
南
な

も
の
で
す
。

以
内
の
考
山
資
料
の
市
川
製
文
化
財

折
山
は
、
附
利
川
ト
八
年
の
氷
凡
市

朝
日
塚
川
上
の
艇
長
制
副
大
味
に
続

き、

ニ
十
六
作
ぶ
り
－
一件
け
と
な
り

ま
す
。

こ
の
抗
A
追
跡
出
土
日
の
同
虫
必

文
化
財
指
－M
を
記
念
し
た
特
別
展
が

次
の
円
稗
で
、
日
山
市
の
即
日
崎
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で
刷
川
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
の
下
に
眠
る
遺
跡

特
別
展
示
新
指
定
重
要
文
化
財

「境
A
遺
跡
出
土
品
」

会

期

i
九
月
二
十
九
日
（
水
）

午
前
九
時
1
午
後
五
時

※
た
だ
し
L
L

・
円

・
祝
日
は
休
み-7 
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手見

省負の
民担内

町民税 固定資産税
会状訳
立況と4万3,131円 6万236円

／ 

予算額
181.意5,371万円

③ ． 、e I ｛収入率%）

その他 軽自動車税 町たばこ税

1,049円 1,615円 5, 123円

町債の状況

(1）借 入先別 (2）目的別
富山県

区 分 金 吉見 構成比 区 分 金 額 ｜構成比1｛窓2,608万円 一 1--・E・E・－

｜一 般 会計 0・方向 % 
災害復旧債

% 
その他 5,830万円 62 8,885 84.8 8.358 1.1 

総 務 ｛貴
蝿

臨時財政特例償等
嘩

3 8.151 5.1 6 2.942 8.5 

社会福祉債 4,150 0.6 その他事業債 3,877 0.5 

保 育所債 5.178 0.7 そ の 他 会 計
壇

11 3,024 15.2 

農林水産業信
惜

山 崎 診 療 所 1,011 0.1 5 9.723 8.1 

土 木 債
瞳

簡易水道 ｜ 6.955 0.9 11 221 14.9 
一ヤーーー・司ー

公営住宅債 ー 下 水 道 l 9.940 1.3 3 8.787 5.2 

j消 防 債 540 0.1 II問 地 冗1J取得 胴 1 1.549 1.6 

教 2同"' 債 ー29 6,958 40.0 
＼』ー一一ーー／

町有財産の状況

土地 655,781m2 建物 92,614m2
有価証券 2憶9,636万円 基金積立盆

出資金 2傭3,836万円 43億3,962万円

-9 込ltt=I

吋の家計簿の報告
心議認を選誕：！；臨調 平成 10年度財政状況

条例により、町の財政状況を 1年に2回、町民のみなさんにお知らせすることになっ
ています。今月号では、平成11年3月31日現在における平成10年度予算の執行状況を
お知らせします。
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29儀3,719万円＜100.0%>I地方交付綴

18億4,831万円（96.7%)11町総

15億1.490万円 （6.6%) 町債

14傷8,986万円 （45.1%)
国·~翼

支出金

8侮 738万円（59.1%)繰入金

4｛憲1,003万円（100.0%) 続越金

教育費

｜｜ 

民生資

土木費

｜｜ 総務賓

公債費

.1:4林水

産業費

1fi生費
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18億5,588万円（95.0%)

15億1,635万円（78.2%)

13億4,649万円（41.2%)

11億l,684万円 （85.4%)

9億1,657万円 （100.0%)

， 
8億8,014万円 （54.1%)

, 
，暗
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lJ 

偽，a t 

lJ 

d1 1 

d唱

lJ 

《情 一d一り J円一 、，~~·てて，。ナハ1 総分担収金入唾｝；）
：者支出金

7億5,721万円（72.2%) lJ 
録証じA 

。。・E

dua l 

I V 

負；E金

使用料
消防費8.058万円（897%) 手数料

5117.601万円（0.0%刊
101億5一軍

2億？，02575門（973%) 70惚4,280万円

特別会計

国 保 .0. 
計23:: 

老人保健医療会計

診療所会 計

簡易水道会計

下水道会 計

用地取得会計

用 7）く .0. 計= 
奨学資金会 計

企業会計
（あさひ総合病院）

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

5傍 328万円 （100.2%) その他 その他 91.意1,987万円 （41.5%)

mil!霊園
（グラフの数簡は子P.'lfJiとそれに1・1ずる敏行率｛%｝を炎しています｝

歳 入

予算額 収入済額

12億2,413万円 10億3.896万円

22億 322万円 19億4,101万円

7,303万円 5,385万円

4,727万円 2,482万円

8億1.482万円 2億8,673万円

4,552万円 4,551万円

644万円 625万円

39万円 13万円

歳 入

予算額 ｜収入済額

26億9,196方円127億3,981万円

1億5β15万円I1鰭5.815万円

収入率

84.9% 

88.1% 

73.7% 

52.5% 

35.2% 

100.0% 

97.0% 

33.3% 

収入率

101.8% 

100.0% 

歳 出

予算額 支出済額

12億2.413万円 9信9,023万円

22億 322万円 20億7,711万円

7,303万円 5,875万円

4,727万円 3,860万円

8億1,482万円 2傷 593万円

4,552万円 4,551万円

644万円 384万円

39万円 38万円

歳 出

予算額 ｜支出済額

26億9.196万円126億4,566万円

1億8,773万円I1億8,773万円

支出率

80.9% 

94.3% 

80.4% 

81.7% 

25.3% 

100.0% 

59.6% 

97φ4% 

支出率

98.3% 

100.0% 
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tJ.かま定ぢ

目
指
す
は
J
リ
l
ガ
l

サ
ッ
カ
ー
の

ん
仁
川
大
会
に
山
川
崎

袖
野

健

くん

（
桜
町

・
川
政
）

「こ
の
大
会
へ
の
山
場
は
・
以
い
併
験
に

な
り
ま
し
た
。
パ
ス
の
正
附
さ
や
体
力
の

一． 

日

中
村
太
優
くん

沼
保
の
中
村
聡

・
か
お
り
さ
ん
一

夫
裂
の
長
男

（
平
成
9
年
6
月
2
日
生
）

泉2

咲

良

ち
ゃ
ん

樹木
下
町
の
泉
浩
司

・
聖
代
さ
ん

夫
妻
の
長
女

（
平
成
8
年
ロ
月
幻
日
生
）

fさっき会j琴伝流大正琴

違
い
な
ど
、
白
分
に
足
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
コ

納
野
仙
川
は
サ
ッ
カ
ー
の
ト
川
成
以
下

の
北
い
越
代
ぷ
と
し
て
、
・
h
川，

一け
か
ら

悩

μ叫
で
開
催
さ
れ
た
「
ナ
イ
キ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ッ
プ

mw
」

に
出
場
。
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
予
選
リ
ー

グ
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
名
だ
た
る
J
リ

ー
グ
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ

1
ス
チ
ー
ム
な
ど
強

裂
を
相
手
に
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー

を
見
せ
ま
し
た
。

『’H
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
お
り
の
プ

レ
ー
が
で
き
た
時
が
一
番
梁
し
い
」
と
話

す
袖
野
替
は
小
川
で
二
年
也
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
ま
し
た
。
呪
任
は
、

U
F
C
－

U

B
（胤
作
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

・
ユ
l

べ
）
に
所

M
。
例
人
技
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
中
心
に
泊
J

．
川
、
制
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。ポ

ジ
シ

ョ
ン
は
M
F。
攻
曜
と
守
備
の

起
点
と
な
る
屯
袋
な
役
割
で
、
技
術
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
ゲ
l
ム
メ
l
ク
を
す
る
脱

脳
的
な
プ
レ
ー
が
必
求
さ
れ
ま
す
。
「小

川f
校
か
ら
や
っ
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の

で
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
、
ボ

ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
磨
き
を
か
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

「
夢
は
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
に

山
場
し
、

J
リ
l
ガ
ー
に
な
る
こ
と
」
と

力
強
く
品
す
納
町
打
。
制
円
川
か
ら
初
の

J
リ
l
ガ
l
誕
午
．
も
、
そ
う
辿
く
な
い
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一夢
か
な

10• 

う
と
い
い
な
あ

雷
さ
ん

（花
房
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
六
年

私
の
夢
は
マ
ン
ガ
家
に
な
る
こ
と

で
す
。
理
由
は
あ
る
マ
ン
ガ
を
見
て

と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、
い
つ
の
ま

に
か
’
H
分
も
こ
う
や
っ
て
丹
き
た
い

な
ぁ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ペ
ン
を
持
っ
て
白
い
て
い
る
’
H
分

が
楽
し
く
な
っ

E
EF
L
て
、
読
ん
で
い

一
’
h
ベ

る
人
も
楽
し
ま

町
句

、

V

せ
る
ス
テ
キ
な

／
マ
ン
ガ
川
市
小
に
な

り
た
い
で
す
。

小
山

西
島
正
徳
く
ん

（下
山
新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
六
年

僕
の
拶
は
、
川
T
F聞
に
山
る
こ
と

で
す
。
川γ
子
同
に
出
て
優
勝
し
て
、

プ
ロ
に
ス
カ
ウ
ト
H
C
れ
読
売
れ
人
市

に
人
川
す
る
こ
と
で
す
。
U
人
部
に

入
っ
た
ら
、
で
き
れ
ば
フ
ァ
ー
ス
ト

を
守
り
た
い
で
す
。

守
備
で
も
パ

ツ
テ
イ
ン
グ
で

も
活
躍
で
き
る

よ
う
な
す
ご
い

滋
子
に
な
り
た

い
で
す
。

きわやかさん

奈恵、 さん（21歳 ・笹川！）

一一泊東部保育所 一一

香’EJ
 

F
F
 

竹

琴の音色と笑顔にやさしい五月の風
私たちは月2回、生涯学習館て・大正琴の練習に励んでい

ます。会を結成して10年余り。メンバーの顔ぶれは変わり

ましたが、経験年数や年齢に関係なく楽しく過ごしていま

す。大正琴はソプラノ、アルト、テナー、ベースと4種類

あり、 1曲をいくつかのパートに分かれて演奏する合奏は、

私たちの気持ちを 1つにしてくれます。

大正琴の魅力は、音色の美しさと優しい響きです。そし

て、 ①～⑦までの数字を数本と琴のボタンを合わせながら

押してはじくだけで、童謡唱歌、なつメ口、 ポピュラ一、

クラッシックまで演奏できます。今では大正琴は私たちの

生活の一部となっています。

全国大会にも何回も参加しています。昨年は武道館で、

今年は4月に静岡県の浜訟アリーナで演奏しました。来年

の績浜での大会にも、グループそろって参加したいと願つ

でいます。今は7月4日に県大会が砺j庄市の文化センター

であり、それに向け Iサーカスの唄jを特訓中。 50人ほど

でステージに上るので、 f良い思い出になる大会するため

にがんばろうねjとみんなで話しています。

みなさんも私たちと一緒に大正琴をやりませんか。いつ

からでもどうぞ。グループ全員でお待ちしています。

柚
木
卓
実
く
ん

（小
更
）

南
保
小
学
校
六
年

慌
の
夢
は
、
み
ん
な
に
入
試
の
あ

る
歌
手
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
‘

獄
を
歌
う
の
が
と
て
も
好
き
だ
か
ら

で
、
み
ん
な
と

一
紡
に
放
い
た
い
か

ら
で
す
。

将
米
は
歌
手
と
し
て
、
コ
ン
サ
l

ト
を
や
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
・
民
い

献
を
た
く
さ
ん

山
し
て
い
き
た

い
で
す
。

吉
田
有
沙
さ
ん

（桜
町
）

五
箇
庄
小
学
綬
六
年

私
は
本
を
引
叫
ん
だ
り
、

人
的
で
話

を
し
た
り
す
る
の
が
好
き
だ
か
ら
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

だ
か
ら
、
五
年
生
の
社
会
の
乍
刊

で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
役
を
し
た
時
は

本
当
に
う
れ
上

か
っ
た
で
す
内

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
な
る
必
が
か

4

な
う
と
い
い

な
。

子
供
と
と
も
に
成
長
を

人
と
触
れ
合
え
る
仕
事
で
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て
い
た
保
育
土
に

な
り
二
年
目
。
現
在
は
、

一一
一
蔵
児
の

さ
く
ら
組
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ノ寸

供
た
ち
は
自
己
主
張
が
強
く
大
変
で

す
が
、
周
り
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、

ιJ供
た
ち
と

一

紺
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

休
み
の
H
H
は
家
に
じ
っ
と
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
。
友
人

と
ド
ラ
イ
ブ
や
は
い
物
に
行
く
こ
と

が
多
い
で
す
ね
。
先
日
も
体
を
動
か

そ
う
と
お
弁
当
を
作
り
、
ハ
イ
キ
ン

グ
に
山
掛
け
ま
し
た
。
今
は
裂
に
向

け
て
、
水
泳
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

結
婚
へ
の
あ
こ
が
れ
は
あ
り
ま
す

が
、
今
は
仕
事
が
第
一

。
理
畑
山
の
タ

イ
プ
は
、
そ
ば
に
い
て
安
心
で
き
る

人
で
す
。

司－r
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広
報
係
で
は
『
ふ
れ
憂

こ
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
」「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
1
2
）
へ
ご

一
報
を
。
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c
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h
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必

込
バ
羽
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企
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ごのu~d.S?台ーに弐マ7・
fーさぐ、

のさく日
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す．判，，＼＼＼＼1

ますがっ

6~ 
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戸

UM
H
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qu 
め

J
、
本か

t
・J

a
.....ケロ＆スッピー ｛？｝

の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’
』〔虹

の
橋
を
渡
っ
て
〕（5
府民）

海
を
見
つ
め
な
が
ら
：
・

M
i
「劃
の
析
を
渡
っ
て
ず
ー
っ
と

保
1ミt

泌
い
所
へ
行
き
た
い
な
あ

l
」

「ど
こ
へ
行
こ
う
か
つ
・
」

A地球＇~ (13) 

12-

T
tん
「
リ
川
に
地
袋
あ
っ
た
と
き
あ
る

よ」

保
母

「そ
っ
か
、
そ
の
時
な
っ
た
の

か
な
」

T
i
「き
っ
と
そ
う
や
よ
－

一

〔エ
プ
ロ
ン
で
大
丈夫？〕

（2
成
山
）

大
γ

闘
が
附
っ
て
い
る
日
。

y
i
「お
家
限
れ
ん
か
な
｜
」

T
i
「お
山
み
は
ね
、

峨
れ
ん
こ
と
に

b

－d
品川

幻

い品
川h
U

《

．．
 
‘，v
 

w
－
h
ソ、，，

φ
A
uv
 

．
』

し

ι
－q
J
 

みのA
 

M
i
「う
ー
ん
と
ね
。
こ
こ
か
ら
や

な
っ
と
る
が
！
』

Y
くん

「
マ
マ
、

お
山
系
で

「怖
い
よ
l
』

っ
た
ら
韓
問
が
い
い
か
な
！
」

M
く
ん
は
、
こ
こ
か
ら
帥
同
が

一

っ
て
枕
い
と
る
か
も
し
れ
ん
」

と
円
か
ら
今
に
も
以
が

こ
ぼ
れ
そ

、っ
。

T
i
「
マ
マ
は
エ
プ
ロ
ン
し
と
る
か

ら
大
丈
夫
な
が
」

T
く
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
な
ぐ
さ
め

に、

Y
く
ん
の
涙
は
こ
ぼ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
・
・
・。

~00 

前
近
い
こ
と
を
お
父
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

〔地
震
の
足
跡
：
・
〕（
5
成
山

T
i
「
先
午
、
こ
の
迫
ひ
び
人
っ
と

る
よ
」

保
叫

「そ
う
だ
ね
。
ど
う
し
て
だ
ろ

、つつ・
」

T
L
「
だ
っ
て
、
地
震
と
か
に
な
っ

た
ら
ひ
ぴ
入
る
が
や
よ
」

川
出
店
「
そ
う
、
じ
ゃ
こ
の
道
は
ど
う

し
た
が
っ
・
」

•Jf~~記 （ 16)
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企プロフェッサー・Y
｛つ｝

8
mwAVイ
又

〔問
題
｝

①
片
川
飢
太
郎
以
は
6
川
の
削
U
か

ら
開
催
す
る
つ

A
6
日

B
同
円

c
m
H

②
介
護
保
険
制
度
は
平
成
何
年
の
4

H
か
ら
始
ま
る
つ
・

A
日
年

B
川

凶

作

C
は
年

③
介
説
似
険
は
何
此
以
上
の
人
が
川

人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？

Am蹴
B
刊
刈

c
m
w成

〔応
務
方
法
｝

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
バ
い
て
6
ハ
は
け

（当

H
消
印
ぃ
判
効
）
ま
で
役
助
総
務

mm
路
川
広
報
係

（
干
ω
1
0
7
9

3
制
川
町
辺
．卜
1
1
3
3
）
へ
辺
っ

て
く
だ
さ
い
。
州
選
で

3
人
に
凶

A

允
げ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
A
F

M

の

当
退
者
は
P
U
R
Eさ
ん
、

’H
羽
柴

さ
ん
、
ケ
ロ
＆
ス
ッ
ピ
ー
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。

※
今
阿
は
多
数
の
投
前
が
あ
っ
た
た

め
、
イ
ラ
ス
ト
は
州
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

『h’，，，， ，.勾s’....,. 0 
i、....・＂＇杭 4・，；. l 
t 篭~＂＇＂－・ 3・h いr•••o!

－、r ~ ‘術品、．咋脚＇－. ’ 
l OollL >i11'.•＂油叫刷
IMI'刊号制，.，，制拘＂I),;;A• 

企ケチごむ （12)

執務家から見える伯ヶ岳や名

峰~ijj 日時の＇i（どけも進み、木々

の緑も美しさを閉す季節の移り

変わりを楽しんでいます。

人との出会いの大切さを改め

て感じております。先円、特定

商業銀位整備引撲のアスカ ・ア

ゼリアホーjレの建設で大変お世

話になった方にお会いしまし

た。I順調に行政は進んでいま

すかJと声をかけていただきま

した。現在は大臣官房技術審議

官としてご活躍されています。

さて、 6月26日からふるさ

と美術館で片岡鶴太郎展を開催

します。l'ililJの25円にはオー

プニングとして、作家本人によ

る作品解説会を行います。誠に

申し訳ありませんが、先泊70

名と限定となります。はがきで

lfiし込みをお願いします。また、

竹久夢二民も 7H27日から開

催することになり、準備を進め

ています。いずれの展覧会も、

だれもが鑑賞してもうなづける

画家ではないでしょうか。

もうすぐ衣替え。辞書には季

節の変わり日ごとに衣服をかえ

ること、とあります。しかし、

最近の状悦は少し変化している

ように見受けられます。先日、

県町村会の海外地方行政調査で

欧州を視察した際、半祁lの人、

セーターをきている人、 皮のコ

ートを羽織る人など、械々な姿

を目にしました。そんな担いで

上京した折、注意して見ている

と、同じような安がありました。

(5月21日記）-13 



tn'R冨~‘
、、美、．だ届けてますざい

司、
」，つ

栄えある 受章

おめでと

をあなたの平成11年春の叙勲が発表され、朝日町からは、飯田博さんが勲

五等瑞宝章、田中伸幸さんが勲六等単光旭日章を受章されました。

栄えある受章おめでとうございました。

あ

東rg 
山：至
考；震
一；科
部
長

医療の現場から

．．
 ，

 

－
a
 

a

・
a

－
 

お
便
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す

A
J
作
も

「
や
ま
び
ζ
通
一
い
と
の

m

紙
を
出
紺
あ
さ
ひ
6
パ
ロ
げ
と

一
一緒に

皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
制
け
し
ま
し

た
。
町
政
に
つ
い
て
日
ご
ろ
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
記
入
し
、
2
つ
に

折
っ
て
ノ
リ
付
け
し
た
後
、
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
切
予
を
は
る

必
須
は
あ
り
ま
せ
ん
。

｛や
ま
び
こ
辿
七
」
で
寄
せ
ら
れ

た
必

μは
、
川
以
が
す
べ
て
け
を
通

し
、
判
中
J
μ
n
に
そ
の
対
泌
を
指
－4
し

齢、五等瑞宝章

飯
田

博
さ
ん

（初
議
・
荒
川
2
丁
目
）

飢
川
さ
ん
は
、
訪
山
山
政
射
線
技
師

と
し
て
結
核
予
防
、

労
働
災
古
、
成

人
病
、
そ
し
て
老
人
医
械
な
ど
の
治

慌
に
以
先
端
の
技
術
を
制
使
し
、
地

域
保
械
の
向
上
に
以
、ル
さ
れ
ま
し
た
。

「ぷ
州
放
射
糾
業
拐
を
始
め
て
今

年
で
印
作
。
紡
般
予
防
で
は
、日以

忠
則
の
死
亡
率
を
川
分
の

l
以
下

に
低
減
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い

成
果
で
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
と
技
術
を
必
人
医
療
に
生
か
し

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

マムシにかまれたら
山菜採りに出掛けマムシに出

くわし、 冷や汗の出る思いをされ

た方もいらっしゃるかもしれま

せん。もしマムシにかまれたら

どうすればよいのでしょうか？

マムシの毒素は、強力な出血

壊死作用、血管透過性作用さら

には溶血や抗灘固作用を持った 正、 I3 :¥ "u’1・;n"¥ 

事I¥0 事~ ！主 柄

r竺~
一町長へのたより一

ま
す
。
桁
．．
 

小
を
受
け
た
判
中
i
行
は
内

科
を
卜
分
に
訓
伐

・
検
川
し
、
，
川
悦

な
も
の
か
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
対
一
品
の
仕
い
ん
に
つ
い
て
は
、

制
限
り
を
寄
せ
た
人
に
お
知
ら
せ
し
て

了
解
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
中
で
皆
さ
ん
に
広
く

か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
広
報

あ
さ
ひ
の
巾
で
も
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。私

た
ち
の
町
会
』
良
く
し
、
内
て
て

い
く
の
は
符
さ
ん

4

人
ひ
と
り
の
必

は
で
す
。
あ
な
た
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
中
さ
ん
は
昭
和
お
年
に
町
消
防

川
に
人
同
さ
れ
、
制
同
長
を
は
M

年
務

め
る
な
ど
、
平
成
8
年
ま
で
幻
年
間

に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

「今
回
の
受
賞
は
身
に
余
る
光
栄

で
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
同
員

や
家
肢
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
思
い
山
深
い
の
は
、
新

潟
似
巾
海
町
の
し
上
砂
災
川
で
、

山
町

の
川
以
が

一
一
銀
問
川
和
し
て
以
助
川
助

を
行
っ
た
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
ま

す
。田

中
伸
幸
さ
ん（刊

歳

・
松
町
）

勲六等単光旭日章

町
春
季
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

｛
%
多
円
的
出
場
）

1
位
泊
2
．弘
B

2
位
藤
原

泊
2
区
C

敢
闘
賞
泊
2
区
A

神
通
川
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
－m婦
中

（
%
婦
巾
町
）

マ
印
刷
’
k
f
2
位
古
沢
悦
子

3

位
雌
田
英
子

立
山
ア
ル
ペ
ン
健
蹟
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
%
立
山
町
）

マ一

一般ル久子
3
M
l位
内
沢
悦
子

ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
ピ
l
チ
ポ
l
ル

大
会

（
泌
1
%
サ
ン
リ
l
ナ
）

o
mNF
l位
N
W
0

2
位
セ
イ
ム

B
O
K
f
l
位

V
E
N
U
S
2位

大
家
間
ス
マ
イ
ル

O
出
合
l
似
チ
L

リ
l
ズ
5

2
位
五
筒
山

魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン

｛
%
魚
凶
作
市
）

。
川
山
川
マ
タ
チ
お
歳
以
上
2
位
脱

出
英
子

県
春
季
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（%
宇
奈
月
町
）

。
男
子

マ
少
年

3
位
草
原
裕
人

印

m
－
初

m
l
位
七
沢
和
樹

O
K

f
マ
成
年
3
位
後
勝
美
和
子
マ
少
年

3
似
．
内
川
州
希

県
高
校
春
季
柔
道
大
会

（
%
小
杉
町
）

出
f
l
o
o－
M
超
級
3
仰
河
村
づ 3 

位

。ナイターゲートボール教室
～あなたも国体出場を目指しませんか～

6JI 1711（本）、 6月2411（本）

午後71時～9時

~UI 11 lllT文化体育センターグランド

l町民 30名程度

1よ~筏術 . ）レーJレの修得、実践練狩

P.!lf'I 
日fゲー トボール協会員

時

燭 所

対象

内 容

量書加資

指導者

14-

県
高
校
春
季
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（
%
下
ポ
川
町
）

om山子
マ
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
例
人

2
似
市
川
町
附
人
マ
ω
m
－
ぬ

mダ

ブ
ル
ラ
ウ
ン
ド
3
位
七
沢
和
樹

ま
る
や
ま
A
チ
i
ム
（南
保
小
）が
県

ジ
ュ
ニ
ア
ゲ
1
ト
ポ
ー
ル
大
会
で
優
勝...まるやまAチーム

日

叫
ジ
ュ
ニ
ア
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
大
会

が
5
川
9
什
に
行
わ
れ
、
ま
る
や
ま

A
チ
l
ム
（
出
似
小
）
が
健
脚
し
ま
し

た
。
ま
る
や
ま
A
チ
ー
ム
は
、

8
川

に
熊
本
以
で
州
似
さ
れ
る
んh
川
大
会

に
山
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町曽申央プール開場

6月29日C0～9月5日日
午前9時30分～正午
午後1時～午後5時30分

※ブールのきまりを守って、 楽しく
安全に泳ぎましょう。

中央プールに関するお問い合わせは、
笠涯学習諜（~役場内線323）へ。

問

問

期

時

。っ~ーキング＆ハイキング教室
～ふるさとの山と自然に親しもう～

気Jlrol…6Jl12LJW、第21仲・7JIJOLI():) 

Zi'¥3111卜・10月23日ω、第4住I.. I IJJ71 Hiil 

~i I・ 2巨ト・・午前9時～午前l) ll!j 

山3・4fiii＂＇午前 9時～午後311午
対象 lllfl( 20名程度

告書加賀 1,000ドI(保険料他）

鋸導者 111川野遊び風呂式（自然愛護ト刑判会

i1 

※千キ数不とも け1込み ・ 問合せは、＇till~乍内線

スポーツ係（念役場内線323）へ。

期日

時間

・町民バドミントン大会
6日目9:00～サンリーナ

・町民卓球大会
6日目9:00～サンリーナ

・郡民体育大会 ｛テニス〕

6日目9:00～文体テニスコート
・老人福祉センターゲートポール大会
7日伺ゆ：00～海浜公園

・主園小学生男女ソフトボール県大会
12自国9:00～文体グランド、小丸

山グランド
・町老連ゲートボール大会

17日同9:00～多目的広場

．中学新川地区大会バスケットボール大会

18日也、19日制9:00～サンリーナ
．軽スポーツ教室

21日師、23日倒、25日樹、28日伺）
19:30～サンリーナ

・郡中学春季大会
25日働9:00～サンリーナほか
パスケットボール－バレーボール
柔道－ソフトテニス

め、最初はかまれた部分の痛み

や浮腫を起こします。やがてこ

の毒素が全身に広がると複視

（物が二重に見える）、出血傾向、

心筋障害、横紋筋融解による急

性腎不全などの重篤な全身症状

を引き起こし、時には死に至る

場合もあります。

治療の原則は、まずはかまれ

た部分の心臓に近い方をしばっ

た後、手や口を使って毒素を絞

り出すことです。その後速やか

に病院を受診することです。

病院での治療は、局所の切開、

点滴、抗生物質、破傷風抗毒素

投与そしてマムシ毒素に対する

治療薬の投与となります。かま

れた部分の腫れや発赤のない場

合は、毒素の注入がほとんどな

いと考えられますので、軽傷で

すむことが多いのです。しかし、

腫れや発赤のある場合は受傷後

6時間以内の抗毒素血清が必要

となります。アロエやマムシ焼

酎を塗って安心するのはとても

危険です。

これからのシーズン、くれぐ

れもご注意を。でも一番大切な

のはマムシを見つけたら逃げ

る。これに限ります。

6月のスポーツ

-15 
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News 

To8pics 

看護ののを学びました
一ふれあい看護体験ー

5月12日は「看護の日j。ナイチンゲールの誕

笠日にちなんで設けられたこの目、あさひ総合病

院とデイサービスセンターでは、ふれあい看護体

験が行われました。

看護について理解を深めようと実施したもの

で、町内から9名が参加。あさひ総合病院では、

3班に分かれ各病棟を巡回し、入院患者の寝衣交

倶や清抵、車いすの移動の仕方などを掌びました。

これからの高齢化社会を吏えるため、看護のの

をみんなに広めたいものですね。

伝統の舞で蕃告げる
一宮崎地区で稚児舞－

町の無形民族文化財に指定されている鹿島神社

の善祭り行事「稚児舞jが5月3、4日の両日に

行われました。

男の吾は臼鉢巻き紋付き姿で、やりを手に勇壮

な［やり踊りjを、女の与は花かさに紫の振りそ

で姿で、扇を手に華やかな「扇舞いjを若衆のお

はやしと拍吾木に合わせて踊ります。

令年の踊り手は小学2年生から4年生までの男

女12人。 2日間にわたり宮崎地区の家々を回り、

吾本琶を告げました。

， .. ，， ， 

え」怪

、‘・ ---

掘り出し物が見つかりました
ーなないろKA Nで初のフリーマーケットー

なないろKANのもぎたて館と芝笠の広がる申

庭で5月2日、初めてのフリーマーケットが開催

されました。

幅広い年代層の方に来館してもらい、地域の

人々との交流を深めようと企画したもので、町内

外から35店舗が出店。衣類や雑賀、手作りの小

物主主どを梧安で販売しました。

ごの日は娼天にも恵まれ大勢の人が訪れ、掘り

出し物を買い求めていました。

ラ育てを応援します
－：子育てサークル 「ふれあい広場J-

保育所入所前の吾供と母親らを対象にしたミ子育

てサークル「ふれあい広場jが4月から毎月 1回、

境の関の館で行われています。

5月19日は「音楽を楽しもうJと題し、町内

のピアノ講師、小称あゆみさんの指導のもと音楽

に合わせ体を動かす 「リトミックjを実施。参加

した約20組の親吾は、手遊びなどをしながら楽

しい時閣を過ごしました。

吾膏てサークルに参加ご希望の方は、保健セン

ター（n83・3309）へお問い合わせください。

浜一面に磯の香り
一宮崎浦のワカメ漁が解禁－

宮崎のつ力メ漁が5月9日に解禁となり、浜一

面には磁の香りとともにつ力メのじゅうたんが広

がりました。

午前4時30分に18隻の小船が合図とともに出

港。長い刈りざおと水鏡を巧みに操って採られた

つ力メは、浜によげられるとすぐに芯を取ってワ

ラ灰にまぶし、天日干しされます。

解禁初日は約2so~ロが水揚げされ、肉厚で柔ら

かいものが多く昂質も上々。6月初旬には町の特

産品として県内外に出荷されます。

News & Topics 
広報係では、あなたの回りの身近はお題を侍っています．

（会83-1100 内線212）へ

シャクナゲにうっとり
ー 境の護国寺、書のにぎわい一

ゴールーデンウィークの期間申、境の護国寺に

は、咲き誇るシャクナゲを見ようと大勢の人でに

ぎわいました。

約1万平方はもある庭園には、シャクナゲが約

200株。4月下旬から自やピンク、赤広どの色鮮

やかな花をつけています。

最近ではシャクナゲ寺として県内外に知られ、

グループや家族連れなどが、広い庭園のあちこち

でシャクナゲをパックに写真を揖る姿が晃られま

した。
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0人をいつくしみ o人を理解し o人を旬ずる

このゆが社会信総のIC¥である．

。人を愛し。人をいたわりくらしの情報室

Livi1 q lrf心E tiむ『1

社会福植協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向よを目指す民聞社会福

祉団体です。

場所朝日町福祉センター内

ふくし※付 ff~長持参

会均；
’ーー一ーー・園田開~

巴ご－ーーー・4

n83-0576 

平成11年度 朝日町社会福祉協議会予算

総額21,787,000円
( lll f j_~のニーズと地域のおJ何I：，以泌を重視t し、 Jllfや地州協及び福祉関係凶体と述併をとり官）
心して住らせる住み良いlllfづくり”を円指して、 21.787千円の予算でスタートしました。 j

事業費

広報聖霊祭賞

地獲得担lli!ifblt泡貨

ポランティヲf縫滋賀

心配ごと相自民所運営賞

15, 138 
69.5% 

分金

とりもも肉の唐揚げ木の芽

得itb............適hl
トマト..........I例

キャベツ・・・・..・ 120g 

l人分当たりエネルギー

346kcal 

新川保健所

Ct!健センター

健康インフオメーシヨン
問合せ：保健センタ－ n83-3309 

•Jf ~千1 , H 日

』ー｛ 対象行三 Lーー｜ 受付時問

機能訓練 6Jl2211W 
(JJ同学＂rf長治抗行） I 13:00～13:30 

心の健康相談 16JJ711・2川

~＇~t I いずれもOD
両J113:00～14:00 

16Jl1811ゆ

切 113:30～13:40

ゆめっこランド ＇，.，，，，.，，，山

（保fi似人＇＊ y~ とそのl：ハーん川 ."" 
観・家政 ・5・J 0 ・-.JV 1 1・-.JV

ぬ

0

0

1
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u

n

U

 

角
川

ω＆
刷

wo

引

い

引

～

日

～

2
V八

2
0

J
O

E
s－
J
I

『
’I

内

3

2
1円
J

一
6
は

一
G
9
－6
9

－

一

※

刻

：

刈一

れ

＝a

$
A
m
 

健

れ

生

児

ま

川

月
生

診
モ

か
川

健
川

5
汁

旧ル

ー

．
円

歳

例

A
日寸

川
い

噌
1

H
H

材料4人分

とりもち肉（2t~）
. ・360g 

カタクリ扮・・・・・・適lit

八！しようれ11…）＼.さし3

l ハセリ ・・・・・大さじ3

保健センター

， ． 

ーーー」

保健センター

i対の館（境）
6Jl3011vi< 

9:30～11 :30 

ふれあい広場

（附川山州
説・家族
境地｜ベの向的行

れ

診
ま

健

生

B
し

け
川qu 

同
門

2

・

一
日山

川

保健センター
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⑥生活福祉資金活用の推進

⑦善意銀行の活用事業

⑧心配ごと相談所開設

⑨共同募金運動の推進

⑩民生・児童委員協議会業務の推進

⑪日本赤十字社業務の推進

。綴足 とく名さんから 53,000111 

0辻m埼 安連勝治さんから亡／：Jつよ

さんが午前お｜片品になったお礼とし

200,0001'] 

長崎利子さんからYK K協）J

工島BOJ.'si~ le記念及び（イ1）民的新サッ

シ工業設立記念として

100,0001'1 

ありがとうもωあたたかい志
羽田自I善意銀行

(4月11日～5月10日）

て

。蛭？？

．．．．．．．．．
．．．．．．． 

③在宅福祉推進事業

．ひとりぐらし位人ふれあいラン

チサービスの実施

－ひとりぐらし老人咋配食サービ

スの実施

－泌たきりさ人？？；紙おむつ支給事

業

・ 介護支般事業のlnlfi~

． 補祉機関m11 し’J~.$

④ボランティアセンター活動事業

－情報誌つ、ートフルあさひ”の

発行

－登録、あっせん、制議事業

．入門；l刊｛のIJf.I骨｜；

・Zi17日“ボランティアの集い”

のIJfl催
・ボランティアグループの育成

．ボランティア推進校の継続

⑤歳末たすけあい運動の推進

．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．
 

i;QJ 11 lllf社会福祉協議会の平成ll 

年肢の引業予算が決ま りました。

み；~ 1 :1立は I安心して暮らせる住み

liJ.い町づくりj を基本方針に、地区

民の総参加による福祉活動の充実 ・

向上を桝ります。主な事業は払；のと

おりです。

①広報啓発事業

・広報 Iふく しの窓jへの掲載、

“ふくしタウン”の発行

・第41！日｜社会福祉大会の開催

．新成人IIへの福祉活動の啓発

．賛助会口組41二募集

②地域福祉活動推進事業

－参｝JII 'W ffrl tlt社会推進パイロッ ト

’1~$の推進

．地Mllri’g

・ n.1祉“山l1'1ii講！主．，の開催

・ NM1tl~I係凶体の育成

6月の休日救急診療当番医諸課～午後間

6間 ｜煩東病院 ｜宮83-2299

乞宝82-0010

り 方 3一一一一

①と り｜勾は余分な1111身を｜徐き、 11<試を p併に

ふく

②ハセりはよいijqljを｜徐き、包 fでたたき友ljむ

③仰げi1l1をl801立に然し、とり肉を一枚ずつ

人れ色づいたら出返して7～8分間、 :i＼を
!Jillしてすっと辿るまで掛げる

0:'i1l1をよく切り、 lセンチの幅に切って慌に

l：~る

l),f-切りキャベツと、

を添える

やとりl勾を大きいまま揚げるので、illJの吸収

料を少なくできます

くし型に切ったトマト

3歳児健診 6川2411榊
( 8{1:2 JI・ 3川生まれ ※） I 13:00～13:30 

←一ー一一一一一 一一一寸
育児相談 I 6J l 16FI附
（相談話守！行 ※） 9:30～l I :30 

日 7年61～γ1111生まれの人
・・；・ 61141 1白 保鍵センター

13: 15～l 4:30 本 6'l'6ト6811生まれゐ人 初回は2[uj接純

脳 7年124～81'5H生まれの人． 6 JI 11 IJ·~ 追加は l[uj接絡

13:15～l 4:30 r 炎 61'911～6年1111生まれの人 f予防；抑｛抑制

予 7南方；l応可ナ6JI181J ＇~ I ！~~~~；民
防 6年1211～i11 2 JI生まれの人 13:15～14:30 同えてち受 削 れ

． ！；主すので、保{Itセ
接 7年1211～B'l511'1：まれの人 I 6JJ251 I倒 ｜ンタ－にお恥合

旦三1ド3JI～／!I. 生ま

4雪結綴往民fllFsJ.nt断.~霊本健E襲E雲fiの臼程は、平成11 年度保健カレンダ
ーをご覧ください。

⑨健康体操教室及び健康相絞（いずれも希望者）は毎週金曜日午前9時
30分力、ら保健センターで、老人信社センターでの健康相談は毎週火曜
日午後1e寺30分から、 6周16日｛水曜日）は塁斡築港センターでも行
っています。

＠栄養鰍は話2金昭日午前98寺30分から保健センターで行っています。1

0あさひ総合病院 n83-11 60 ：.~；~：：.~~訪問主犯訴ごい受付けします。

院

医

医

医

桜

崎

高

繍

寺

13日句

20日目

27日目

作

保健センター

保健センター

保健センター
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鞍舞佳ことぱ帖 服部幸雄

食器と雑貨アンティークの事典

成美堂出版編

．．．．．． 生活必需昂価格
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（小説）

永遠の仔（上下） 芙童荒太

宝船まつり 御宿かわせみ

平岩弓慢

山田詠美

白石一郎

北方謙三

桐野夏笠

篠田節号1也

東野主吉

森博嗣

吉村達也

赤川次郎

くらしの情報室

lliVill<;) lllf 1()ir恥a.tiむII

朝日町立中央図書館

（~83・0574)

地噂銀興舞の育効期限は8月31日

マグネット

怒漢のごとく（上下）

草奔枯れ行く（上下）

柔らかな頬

恋する男たち

私が彼を殺した

地球儀のスライス

I吉野の花j殺人事件

涙のような雨が降る

ストロ一、紙コップ、割りばし、

水、卵など家庭にあるもので簡単に

できる科掌手目集。’やかんが宙に

浮く’’議迫力マ水面を走る’など身近

にあるものしか使っていないのに、

オッと菩どもの目が輝くような不思

議な現象がつぎつぎに起こります。

本の紹介
『子
ど
も
に
ウ
ケ
る

科
学
手
品
打
』

後
顧
道
夫

地域振興券
取り扱い店

m喝弘

子どもにウケる
科学手品77

I竜轟H自主

~l 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

新しい本
（一般書）

でさることから始めよう ！

堀 紘 一

夜寝る前15分間の

野村正樹

嚢ワザ大全集

日本テレビ放送網刊

母業失格 井上朝号

十七歳 井上路望

アメリ力か・13¥れのコンビニ－グルメ論

横 川 潤

輝く中年の星になれ ！ 褐足裕司

ディズニー伝説 B・ トーマス

伊能忠敬 童門冬二

源氏に愛された女たち 渡辺淳一

スチュワーデス私の2万5020時間

永島玉筏

森博嗣のミステリィ工作室

森 博 嗣

日帰りで行く富山と近県の美術館・

博物館ガイド 北日本新聞社刊

在宅介護がやさしくわかる本

寺崎明美監｛｜多

富里勝政

ステッカー（上図）のある町内の商店

等で、早めにお使いください。

ご使用はお早めに

f地域振興券Jの交付を受けなが

ら、また‘使っていない店、使い践し

のある方はおられませんかつ

地域振興券は、発行日から6か月

以内に限り使用できるとされてい

て、朝日町の場合、使用期限は8FI
31日までです。それを過ぎると効

力は失われてしまいます。

例人消費を促し、 地域経済の活性

化を目的に交付された地域振興券。

朝日町民ゴルフ大会

日時 6)12011（日）午前7時

場所 棚iJIゴルフクラブ

参加資格 町内在ft：または勤務する

方

参加費 3,000円（プレー代は別）

申込み 6月9El（水）までに町内科

金融機関、農協、小川ゴjレアセンタ

一、棚山ゴ‘ルフクラプへ。

せらお如 ビジネスマン

奇跡

伊東家の食卓

～2,000円）が必要です。なお、受

検該吋者で｛通知はがきJが届いて

いない方は、役場尚主観光課（n役

場内線152）へ連絡してください。

6灯 8fl(:l<)l'0:30～15:001あさひ野小学校

6月 9lf<*)l10:30～12:001町生活改選センター

6JJ 10口附I10:00～15:00［役 幼

事業所・企業統計調査及び
商業統計調査

調査は7月lU現在で同時実施し

ます。調査項目は名称、所在地、経

営組織、従業員数などです。（尚業

に該当する事業所は、年間商品販売

額、売場面畝等の項Hもあります。）

調査の対象は、 lllf内にあるすべて

の事業所です。

統計調査についてのお問い合わせ

は総務課（n役場内線213）まで。

20-

み61

6月の脅種相談 〈事II談は7険料〉

1 心配ご、と相談 iC.，~2 ご、とキ目~~ . 行·iE女キ目言炎
目ω13:00～J6・：00 あ＼fll：センター 15日(;kl人権相談・税務相談

13:00～16:00 制批センター

3日制
交通事故巡回相談

心配ごと相談I 0・00～15・：00 f:(til！総介IT介
22日ω13:00～16:00 n.H1I・.センター

7日（同
裁判所出張調停相談

年金相談
10:30～15:00 柄拘tセンター 23日制

10:00～15:00 役場会治不
＿.＿ー』ーー

心配ごと相談
29日ω心配ごと相談

8 目~ 女性相談 13:00～16:00 柄拘｜；センター
13：・00～16・：00 ti't¥111：センター

．教育相談 H ・水本 9:00～ l8:00 

年金相談
t?82-IOOO 

9日制 ・子育てママ応媛テレホン
10:00～15・：00 役明会議官 け～~~ 8:30～ 17・：00 会 83-1920

町県民税（第1期）

3421 +21 

～納税は便利な口座振替で～

薬物依寄

6月のガソリンスタンド休日当番店

6目白 大谷石油 まま82-0703

13日（日 小川石油 '%:83-3033 

一20日日 浜岡商店 tt82・0578

27日目 中央農協 n83-1135 

朝日町

物損事故

191 
(175} 

48 
(50} 

交通事故発生状況調
4月末現在 （ ）内は前年同月比

人身事絞

件;xI死詣 ｜傷者

56 I O I 61 

(38} I (0} I (42) 

O I 15 
(0} I (9} 

今月の納期

14 
(9} 

入善嘗察署

管内

年金の振込み通知書は年1固です
これまで年金の振込み通知占は、

年61口｜の支払いHごとに送付された

いましたが、平成 10年度から年 l

1£11の送付となりました。

今年度は、この6J~ に送られてく

る振込み通知書のみとなります。

年金の支払い月は今までどおり、

2・4 ・6・8・10・12Jlと変わりま

せん。年金の振込みの確認は、通帳

の記載によって行ってください。

なお、年金額の改定があった場合

は、その都度、通知苫を送付します。

確かな点検』一手先読む
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児童手当を支給

r11請に基づき、 3歳未満の児童の

1¥護者に児童手当を支給していま

す。（ただし所得制限があります。）

希望者は印鑑と通帳を持参のうえ、

役場健康福祉課地域福ti［係（公務員は

勤務先）で手続きをしてください。

また、現在児童子当を受けている

人は「児童下吋現悦届Jを提出する

必要があります。受給有には記入用

紙を送付しますので、指定の期円ま

でに提出してくださし、

詳しくは役場健康福祉課地域福祉

係（公役場内線142）まで。

糖尿病予防教室

糖尿病とその予備軍の店を対象に

糖尿病に対する正しい知識の修得と

H常生活における自己管理ができる

よう精尿病予防教室を開催します。

期間 6Hから来年3月まで毎月

l回の10凹コース

講義、調E苦笑習、運動実技、

血糊 ・尿糖検荷

受講希望者は、保健センタ

ー（n83-3309）へ

※家政の方の受講も受け付けます。

帽咽

曾

申込み

計量器の定期検査

各商店や学校などで用いられるハ

カリの検査を次の日程で1i~ 、ます。

この検査には手数料（ 1台250円

6/6（日）～6パ2（土） 『危険物
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内

農業委員会委員選挙

平成ll年7月19日任期満了とな

る朝H町農業委員会委員選挙が、 7

月ll口（日）に執行（予定）されます。

選挙区・委員定数

．第l選挙区（境 ・宮崎 ・栴川 －

i向・五箇庄 ・南保）... 10人

．第2選挙区（山崎 ・大家庄）…7人

選挙期日 7月il日（口）

投票時間 午前7時から午後8時

立候補届出期日 7J=J61::1（火）

受付時間 午前 81時30分から午後

5U~まで

立候補届を受理する場所

役場4階大ホール

選挙権及び被選挙権

(I）朝円町民業委員会の医域内に住

所を有する者であること。

(2）年齢が満20店長以上の者であるこ

と。

(3) l 0アール以上の農地につき耕作

の業務を岱む者か、その者のJul

屈の親族またはその配偶者で、

年間おおむね60日以上耕作に従

事する者。

立候補予定者説明会

立候補を予定する/j々 に必要書頬

を配布して説明する立候補予定者説

明会（代理出席可）を6月23R（水）午

後2時から役場4階大ホーlレで開催

します。

。危険物安全週間
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くらしの情報室

Livi1191 l11fむr町四tiC)fl

朝U町役場

ム保育上

l次試験 9月19Fl(Ll)

県立富山中部高等学校

2次試験 I l月上旬

朝日町役場

ム看護婦（士）

9J-J上旬明II町役場

受付期間

平成ll年6月l円（火）から 6月

1811 （~）まで。 ただし、行護財（J）、

保育士は6月末｜｜まで役場総務課で

受け付けます。詳しくは、総務部人

事係（公役場内線215）へお｜日H、合わ

せください。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

で、保行 l：の資怖をイ｛するか来年3
Flまでに九該資桁IU'f!J比込みの人

ム石投射（ I:) 

町内138~1'- 4 JI 211以降に生まれ

た人で、＇＇I.法免『l~：・を有するか~~｛l'.3

) JまでにlfiU!J見込みの人

その他の条件

一般’Jq完及び（~fi I:はlllf内に住所

をイJするか乍業？？のため転IL¥してい

いる人

採用時期 平成12＂ド4)J 

試験の日 ・場所

ム一般・H務
I 次試験 7Jlllll(ll) 

叫白川l1{:iに？；学校

2次l試験 9JJ H1J 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

[ 朝日町の聴員を j 
募集します

朝日町の職員を次のとおり募集し

ます。

採用予定人員

ム一般事務（上級）

ム保育十

ム石護婦（士）

受験資格

ム一般事務

昭和48年4片2日以降に生まれ

た人で、大学を卒業または来年3月

卒業する見込みの人

ム保育上

昭和50年4月2日に生まれた人

若干名

若干名

若干名

na3・3700

なないろ朝市開催！！
6月～10月の毎週日曜日

f新鮮 ・安全 ・信頼Jをモットーに、 6月6日（印からなないろKAN 

で朝市を開催します。皆さんのお越しをお待ちしています。

場所 なないろKANi:OJ市広場

開催日 6月～10月の毎週日1阻円 午前8時30分から10時

販売昂 各種野菜 ・押しずし ・おはぎ ・みそかんば ・米菓子 ・梅干物 ・

浪物各種 ・お花・ハープ／Jll工品 ・しそゼリー・おこわなど

上曜日

コース

小学校4年坐以上

｛一般の方ち）

講師 尚源敬子氏（洋画家）

・現代版阿鑑賞教宗

現代版阿の楽しみ方を、 ~ I幣に作

品を鑑賞’しながら学びます。

日時 7月2511（円）午後211寺から

fl 1 lnlで6回コース

講師 魚津P,l夫氏（版1111j研究家）

※各教守宅とも参加賀3,000円です。

おlliH、合わせは、ふるさと美術館

（包82-0094）へ。

午前JO時から6阿

対象

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

内容

申込み

ふるさと美術館講座
・子作り絵本教本

日時 6J 11211 （りからの那2・4

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．
．．．
．．．．．．． 

tρ 健

アゼリアホール情報 n83・2000

＼ 

6月5日（封 一一

入場料はそれぞれ

1,800円
1,500円
1,200円

大人

申・高生

小学生

鑓理 白書 事正実混Hi ~m 資 tl! 経 E’ 信号 JI<人程 S量
年 III ’t‘p I・－I• 体 自 人滋免 ’ヰ 司島

ll li 256才0～才 180.000- 伺月山 1 l経蜘工 300.000 目視伶

2 25才ー 188.000～ 鶴逼下 1 Ii：大宇‘ ’円3喰草級E事II零鯵泌士 60才 200.000 fl! （病院勧務袈によリ｝ 理芋’a圭工 以上量腫置

3 l; lit M侃鑓鍋 18才～ 170.000～ 輔束事野 1 調E寧以よ
管理. 49才 225 000 Bi耳、 第2・4土E置B

4 bf 制
18才～ 120.000～ 錫三枚鳴 2 不問工 50才 125.000 日土他霊聾月レンターιよリ

5 20才～ 154.000～ 朝笹川 5 
去問、 .IE喝． 聞編係、泡股作.. 40才 220.000 B況、第2・4土躍自 文章司免Zヰ簡略?lfJ渇

6 I皇宮 サ ピス 20才～ 1.500 伺平f掴
4 不問｛パート｝ 35才 ［的問鎗｝自月｛梱談の上）

7 ハンの~遺汲び 18才～890 軍司 平槻
2 不問販売（パート） 40才 ｛時間信｝水他

8 レ シ 係 16才～ 700～800 朝.I昆
2 不問｛パート｝ 40才 cs者間話｝ll!l （週3回以上｝

I-ー司ーー
18才～ 700～eoo 朝平柳

9 自店売員 ・レジ・ 4 不問．務員｛パート｝ 40才 (B~陶給） ｛担 U!J2白交笛で｝

10 事2 ll¥ 3＼才0～~ 700 朝治 不問（パート｝ 作者閣総｝B、第3月曜自

平成lI jj!5月分大 ホッ卜求人情報 交
会場

対象
ノ

n83-1838 

工藤静香コンサートツアー’99
～Full of Love～ 

写真教室
～ちょっといい写真を撮ってみよう～

日時 6月2511（金）～10月1日（金）

8同コース

生涯学習館（5回）、屋外財務

実習（3凶）

朝国町イ正｛主のfヲ（20名）

コンパクトカメラもしくはー

会場

7パ1（日） サンリーナ

OPEN 17:30 START 18:00 
チケット料金 5,500円（税込） 全席指定
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今司：；.，JいんKぬ； 情報

l出レフカメラを持参できる入

、j'.！＇！の J，~舵学仰と以外での出

路実例

受講料 1!¥t料。ただし、船協にかか

る材料抗、 JJJ.i＜代などはf-1

己fHlとなります。

受講話句！行は6J J l 111 （イIi:)

までに’Ult学内課（n役場

内線322）へ。IiI }.6み多数

の地什は~Iii選。

なかよし広揚ー育児相談ー
～朝日町保育士会～

yヘ、／一＼¥ ', 

rl＜：~νヅ＼
－．布~祖、h 屯：私イ
~ψLψ 

保育所で親チのふれあいを深めた

り、お月さん同士の交流を図ったり

して、裂しいひとときを過ごしてみ

ませんか。お気軽にお越しください。

日時 7月6日（火） 午前9時30分

からll i侍30分まで

i内南部保宵所（tt82-0335)

保育所入所1iliの乳幼児と親、

家脹

※参加賀は無料。今後は10月と lI 

月に実施の予定です。ご希望のfjは、

当日会場へおいでくださL、

」

ハーブの小物はいかが？
r1、ーパルバレーおがわjのハー

プちまちなく見ごろとなります。な

なe、ろKA Nでは、地元の方の子作

りのハープの小物を版元していま

す。

.リースやマスコットなど 13純~i

．定価は300～800円

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

Iセンナじいとくまjの復刻版を販売
なないろKA Nでは井11文秀さん

の絵本原画などを展示しています。

今凶、絶版となっていた地Jiを題材

にしている Iセンナじいとくまjの

絵本を子供のころ読んで肖ったとい

う方の希翠もあり、復去IJ版の版必を

始めます。定価は1,200刊です。

一一アゼリア映画会

．．．．．．．．．．． 

0 IウルトラマンガイアJ
14:00～15:40 

ほ っ 寄 や

or鉄道員j

18:30～20:20 

サンリーナイベント情報

＼ 

22-
0 f>R人11'1鰍 －'.f.lJ<Jもご..fiJJij下さも、
Off.しいことは、 f.(tiJI公共臓業安定所朝日分室含82・0198へお陪H、合わせくださL、対象

〔町の人口〕平成11年5月1日現在

人口 16,655人（ー22)
男 7,846人（・8)
女 8,809人（・14)

世帯数 5, 119 (7) 
（ ）は前月比

・お問い合わせ
朝日町役場総務課秘昌広報係
干939-0793 ＂＇・

朝日町道下1133
tt83-1100 FAX83-11 09 

．ホームページ
http://www. town.asahi. 
toyama.jp/ 

・・・23
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＠
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さ
ひ
の
美
術
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円
1
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ま
れ

を
描
き
、
そ
の
稀
な
画
才
を
開
花
し

た
。
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
生
命

を
い
と
お
し
む
よ
う
に
繊
細
な
色
彩

と
大
胆
な
構
図
で
一
筆
一
筆
摘
さ
、

そ
の
両
面
か
ら
は
、
生
命
の
一
盛
ぴ
を

伝
え
る
魚
や
花
た
ち
の
さ
さ
や
き
が

聞
こ
え
る
。

旅
派
と
は
無
縁
の
自
己
流
で
あ

る
。
患
で
綿
を
引
き
、
岩
絵
の
具
な

ど
で
パ
ス
テ
ル
調
の
色
を
つ
け
告
を

添
え
る
。
最
近
で
は
、
陶
画
や
漆
の

世
界
な
ど
に
も
手
を
染
め
て
い
る
。

文
・
川
学
仲
一五
川
県
九
明
文
子

赤
、
皆
、
黄
色
に
水
色
と
虹
色
に

体
を
染
め
て
鯛
が
ど
か
ー
ん
と
、
画

面

一
杯
に
描
か
れ
て
い
る
。

び
れ

一
際
目
立
つ
、
ブ
ル
l
の
胸
鰭
、

そ
の
上
の
眼
は
、
何
か
を
見
つ
め
て

い
る
の
か
。
何
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

捌
の
表
情
。
魚
に
も
事
ぴ
も
、
悲
し

み
も
、
感
情
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

「
鯛
は
鯛
と
し
て
生
ま
れ
鮒
と
し
て

去
る
。
」

と
讃
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

写
実
で
は
な
く
、
対
象
を
見
て
感

じ
た
こ
と
を
、
特
徴
を
と
ら
え
て
、

対
象
と
は
、
全
く
違
う
も
の
を
作
っ

て
い
く
よ
う
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。

俳
優
片
岡
鶴
太
郎
は
、
酒
場
で
偶

然
幽
家
の
村
上
聞
に
出
会
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
以
後
、
絵
の
と
り
こ
に

な
っ
た
の
が
、
四
十
歳
代
直
前
。
旅

先
で
出
会
っ
た
道
端
の
花
や
虫
や
動

物
、
ふ
と
自
に
す
る
野
菜
や
魚
な
ど

6
月
の
議
会
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

i
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

1

六
月
九
日
附
提
案
理
由
説
明
細

部
説
明
質
疑

六
月
卜
四
日
側
代
表
質
問

六
月
十
五
日

ω
一
般
質
問

六
月
十
六
日

ωi十
八
日
胸
常
任

委
員
会

六
月
二
十

一
H
仰
委
員
長
報
告

討
論

・
採
決

傍
聴
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
議
会
事
務
局
（
宮
役
場
内
線
三
三

一
）へ
。

65×90.5センチ

(1954年～）

1998年作

片岡鶴太郎作

紙本水場淡彩

「鯛j

6月26日ω～7月18日旧）

般 800円

中高生 500円

小学生 100円

※会期中は無休

特別展

片岡鶴太郎展

• 1999.6 1 

之
ち
ら
広
報
室

議f.唾
尻~＇！＇＇ ari 
，.沼津守

V
今
月
は
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

多
く
「
こ
ち
ら
広
報
家
」
の
ス
ペ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
（
と
書

い
て
い
る
内
に
残
り

一
行）
。
広
報

を
じ
っ
く
り
読
ん
で
く
だ
さ
い

3

＠

No.526 
~行 l 朝日町役場；富山県下新川郡朝日町

＠ 

民 i!Jilj

l.r川県金沢市
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